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新編古今事文類衆

壽光将来本
天川頁期(1457～ 64)干J20冊
縦 25.6cm  横 15。 5cm
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宋
代
の
祝
穆
が
、
唐
の
欧
陽
詢
撰

『芸
文
類
衆
』
に
な
ら
い
、
群
書
の

要
語

（要
点
）
や
古
今
の
事
実
と
詩

文
を
拾
い
集
め
て
、
部
門
ご
と
に
分

類
編
纂
し
た
類
書

（百
科
事
典
）
で

あ
る
。
後
に
元
の
富
大
用
と
祝
淵
が

そ
れ
ぞ
れ
補
編
し
た
。
掲
出
本
は
、

祝
淵
補
編
の
遺
集
十
五
巻
を
欠
く
二

百
二
十

一
巻
本
で
、
別
集
巻
二
十
四

末
丁
裏
に
は
刊
記

「書
林
明
賞
堂
重

新
列
行
」
が
あ
り
、
明
代
天
順
期

（
一

四
五
七
～
六
四
）
の
建
陽
書
林
明
賞

堂
の
刊
行
と
断
定
で
き
る
。

古
来
、
日
本

に
は
様

々
な
漢
籍

（中
国
人
の
著
作
に
よ
る
典
籍
）
が

伝
来
し
、
政
治

・
制
度
の
手
本
と
な

り
、
日
本
人
の
教
養
や
精
神
に
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
が
、
日
本

人
が
漢
文
の
内
容
を
理
解
す
る
の
は
、

容
易
い
こ
と
で
は
な
か

っ
た
。
漢
字

の
知
識
は
不
可
欠
で
あ
る
が
、
中
国

へ
留
学
で
き
る
者
は
稀
で
あ
り
、
ほ

と
ん
ど
の
日
本
人
は
、
不
明
な
漢
字

や
事
柄
を
辞
書
や
類
書
で
調
べ
な
が

ら
、
ひ
た
す
ら
読
書
を
繰
り
返
す
し

か
な
く
、
辞
書
や
類
書
は
読
書
に
欠

か
せ
ぬ
も
の
と
な

っ
た
。

掲
出
本
の
巻
末
に
は
外
交
僧
と
思

わ
れ
る
繹
壽
光

（生
没
年
不
詳
）
の

天
文
二
十
二
年

（
一
五
五
三
）
識
語

が
あ
り
、
本
書
を
天
文
十
四
年

（
一

五
四
五
）
入
明
の
際
彼
の
地
で
求
め

帰
朝
し
た
と
あ
る
。
日
本
と
明
国
の

交
易
は
、
十
年
に

一
度
と
定
め
ら
れ

た
遣
明
船
に
よ
る
勘
合
貿
易
に
限
ら

れ
て
い
た
が
、
壽
光
の
交
易
船
は
正

式
の
勘
合
貿
易
船
で
な
か

っ
た
た
め

入
貢
が
認
め
ら
れ
ず
、
寧
波
付
近
で

倭
寇
の
王
直

（？
～

一
五
五
九
）
の

誘

い
を
受
け
、
密
貿
易
を
行

っ
た
よ

う
で
あ
る
。
王
直
は
、
天
文
十
二
年

（
一
五
四
三
年
）
、
我
が
国

へ
の
鉄

砲
伝
来
に
も
大
き
く
係
わ

っ
た
と
さ

れ
る
人
物
で
あ
り
、
外
交
僧
壽
光
と

倭
寇
王
直
の
接
触
は
、
荒
海
を
往
来

し
た
二
人
の
思
惑
が
交
錯
す
る
人
間

模
様
を
想
起
さ
せ
る
。

（天
理
図
書
館
　
吉
成
伸
仁
）
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天理図書館のお知らせ Tel:0743-63-9200 httpノ /www.tcl.grjp/

◆平日(午前 9時～午後 5時半)土 。日・祝 (午前9時～午後4時半)
011月 の休館日:3日・29日
(本欄にて紹介した名品の閲覧については係へお尋ねください)


